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１．研究概要 

Google colaboratory を利用し、AI を用

いたディープラーニングで識別するプログ

ラムを作成し、馬と鹿を識別する。 

 

用語解説 

Google colaboratory とは、Python や機

械学習・深層学習の環境を整えることが出

来る google のサービスのことである。 

 

２． 研究の具体的内容 

(１) プログラムの作成の流れ 

画像収集から画像識別までの流れを図１に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.プログラム作成の流れ 

 

(ア) 画像収集 

識別する為に AI に馬と鹿の特徴を覚えさ

せる。その際、画像を見て覚えるのでたくさ

んの画像が必要となる。 

図２のプログラムの下線の keyword=”馬 

動物”と書いてある部分で google から”馬 

動物”で画像検索をかける。今回は画像を

500 枚 uma というファイルを作り保存した。 

鹿も同様に google で”トナカイ 動物”

で画像検索をかけ、500 枚 tonakai というフ

ァイルを作り保存した。 

画像の量は今回 500 枚ずつ収集したが、量

が増えれば増えるほど識別が正確になる。 

 

 

  図２. 画像収集のプログラム 

 

(イ) 画像処理、学習データの作成 

収集した画像を取り扱いやすいように、図

２のようなプログラムで画像のサイズを統一

する画像処理を行なった(図２)。 

今回は image_size = 64 で画像を 64×64

に統一した。 

Numpy の機能の例として、リサイズや画像

の分割、結合、回転や反転を行うことができ

る。 

処理した画像ファイルを図３の四角で囲ん

だ部分で Numpy 配列に変換した。これによっ

て Numpy の機能を使い画像処理を行うことが

できる。今回はリサイズを主に行なった。 

(ア)画像収集

 

(イ)画像処理、学習データの作成

 

(ウ) 学習データの実行

 

(オ) 画像識別

 

(エ) 画像表示



リサイズは数値で画像処理するので正確に行

うことができる。 

その後、uma_tonakai.npy という機械学習

のプログラムで使用できるファイル形式の

NPY ファイルを学習データとして作成した。 

 
図３. 画像処理、学習データの作成 

 

(ウ) 学習データの実行 

図４の(a)の load_data 関数で学習データ

の読み込みを行なう。 

図４の(b)の train 関数で認識モデルの AI

に学習をさせる。 

 図４の(c)の main 関数で(a)と(b)の関数を

実行することで、AI の認識モデルを作ること

ができる。 

 

図４. 学習データの実行 

 

(エ) 画像表示 

これは識別プログラムに直接関係するわけ

ではないが、識別したい画像を見れた方がど

の画像を識別するのか分かりやすいと思った

のでプログラムに追加した。図５の下線の部

分に画像のパスを入力することで画像が表示

できる。 



 

  図５. 画像表示の実行画面 

 

(オ) 画像識別の実行 

識別したい画像のパスを図６の下線の部分

に入力し、実行すると認識モデルの AI が自動

で馬か鹿かを識別します。 

馬の画像を入力した場合(図７)。 

鹿の画像を入力した場合(図８)。 

 

図６. 画像識別のプログラム 

  図７. 馬の画像を入力した場合 

図８. 鹿の画像を入力した場合 

 

(２) ホームページ制作 

識別が分かりやすいようにホームページ

(図９)を制作した。「ファイルを選択」ボタン

を押すとファイルが開き、識別したい画像を

選択できる。そして、その下の「識別します」

ボタンを押すとその画像が馬か鹿かを識別す

るようにした。 

図９.  ホームページ 

 

３．研究のまとめ 

今回、AI のディープラーニングという技術

を使い画像識別を制作したが、メンバー４人

とも Python 言語を知らなかったので、プログ

ラム制作にとても時間が掛かった。 

同じようなものを作っていたページを見なが

ら見様見まねで作っていてもうまくいかずと

ても苦戦した。 

今後 Python を使ったり、ディープラーニン

グという技術を使ったりするかはわかりませ

 

 



んがこの経験を活かし、会社に入っても難し

いことにも諦めず取り組んでいこうと思いま

す。 
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